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・ー船を用いた友釣りの用具と技法一

① 掛かりアユの扱い

掛かったアユは、オトリザラから船の中に置いてあ

るタツオケ(図-12:写真一 5)と呼ばれる桶に移す。

タツオケにはときどき柄杓で水を注いで、中の水を入

れ換える。タツオケにアユがたまったら、マルオケ(図

-13 :写真一 6)にアユを移し、岸辺の水通りの良い

処に横にして沈めて置く。マルオケの内側には嬰を塗

って黒くしておく。アユは回りの環境に応じて体色を

変化させる。桶の内慨を黒くしておくと、アユの体色

は黒くなる。反対に素木のままであると、アユの体色

は白っぽくなる。白っぽいアユは売るときに翼い叩か

れるため、この様な工夫がしである。

タツオケに入れるアユは10匹程度が呂途である。タ

ツオケは大きな桶であるが、水の循環がないため、そ

う多くのアユは活かしてはおけなしE。アユは流れの魚

であるため、多くの酸素を必要とするからである。特

に、気温の高い時期にはタツオケの水はすぐに悪くな

るので注意が必要である。

次々にアユが掛かるような時には、面自いのでつい

ついタツオケの水を換えるのを忘れてしまい、気付い

たときにはアユが全部死んで、しまっていたというよう

なこともあった。死んだアユは寵品価値は全く無いの

で、自家消費に回すことになるが、氷等を持って行く

わけで、はないので、放って置くと夏の暑さで、腐ってし

まう。この様な時には、死んだアユを背開きにし、塩

をまぶして船の内側に木綿針で刺し、帰るまで干して

置いた。これは焼いて食べると、なかなか旨い。

④ 漁の時間

アユは夜が明けると動き始めるので、アユカケ潟、も

夜明けを待って始める。従って、これに間に合うよう

に家を出ることになる。ポイントが家から近い場合は、

道具を全て船に積んで行くが、大石や曽束等の遠い所

で換をする場合は船での行き来が困難であるため、船

はポイントの近くに係留して霞き、タジと呼ばれる道

具箱と、マルオケにオトリを数匹入れたものを自転車

に積んで、行ったりもした。特に、オトリの状態には注

意を払い、酸欠にならないようにわざと動かして水を
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写真5 タツオケの使用法

写真 6 マルオケの使用法

ゆすったり、水を換えながら行った。

アユは夜明けから掛かり始めるが、水温がやや高く

なる午前中が最も良く掛かる。昼になり水湛が上がる

と掛かりが悪くなり、夕方涼しくなると再び掛かりが

良くなる。昼の余り掛からない時間帯は、無理をして

漁をせず、鈎をなおしたり、弁当を食べたり、死んだ

アユの始末(干物造り)をしたりして過ごした。帰り

は、マルオケに捕ったアユを入れてシリツギ(竿の手

元)やカイダケ(操船のための竹竿)を天秤棒の代わ

りにしてかついで帰った(写真一 7)。遠い漁場の場合

は、行きと向じようにアユを死なせないように細心の

注意を払いつつ自転車で帰った。

⑤ 仕掛のトラブル

JI国調に漁が行える時ばかりではない。前述したよう

な竿が折れたりするトラブルがおき、これにその都度

対処しなければならない事態も発生する。ここでは根
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図14 錨綱による船の左右の動き

緩い岸近くに錨を打って漁をする。また、 JII底が岩盤

のナメラのところは、増水後にいち早くコケの着く、

好ポイントであるが、錨が利かないため船を用いたア

ユカケ漁には不向きなポイントでもある。

この漁では、アユのすぐ近くに船を浮かべることに

なるが、船影におびえて鮎が逃げるというようなこと

は無いということである。

アユカケ漁師

関津には船を用いてアユカケ漁をする漁師の他に岸

からアユカケをする漁師も居た。船を用いる漁師をフ

ナ漁師、岸から漁をする者をオカ漁師と呼んで、いた。

アユカケ漁は瀬田川のような漁場環境(広い川幡、

深い水深、急な流れ)においては船を用いた方が有利

である。ただ、船には税負担が諜せられているため最

初からハンデを負っていることになる。また、濁りが

出たときなどはイソ(岸)の方が良く掛かるし、ナメ

ラのようなポイントも狙うことができた。また、船に

比較して移動が容易なため、良いポイントだけをヒロ

イガケして型の良い鮎をつかんでくる漁師もいた。

船を用いる場合のポイントは、岸から竿の届かない

処を選ぶなど、オカ漁締と競合しないところを選んだ。

オカ漁師の用いる仕掛の構成は、基本的には船のも

のと変わらないが、生存は長いものを用いる者も居た。

また、比較的浅いポイントを狙うため、オモ 1)を用い

ない場合もある。釣り方で大きく異なるのは、掛けた

アユの取り込みの擦に、ウケダマ(底に袋のイすいたタ

3. 
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掛かり(地球を釣った状態)のトラブルに付いて記し

ておく。

根按かりには、鈎が掛かる場合と、オモリが掛かる

場合がある。掛かり方に応じて、はずし方にもこつが

ある。オモリが掛かった場合はイ..竿を真上に上げて

みる。ロ:竿先を奥に突き出してみる。ハ:船を動か

して位置を換え、イ、ロを繰り返してみる。ニ:仕掛

を切るつもりで引っ張る。

グー、グーとした感じで仕按が少しずつ動くときは

鈎が掛かった場合が多い、この様な時は道糸に添わせ

てカイダケを入れてこじってはずす。マノ(鈎素)は

切れても構わない。オトリが助かれば上々である。

その他にゴミが糸に掛かると、糸がピーンと張るの

で判る。小さなゴミであれば竿を振ってはずすが、大

きなゴミの場合は静かに仕掛を上げてはずすしかない。

⑥ 操船

一般的に友釣りは川に立ち込んで行うが、関津の場

合、船を用いることに特徴がある。

ここでは漁における操船の概要を記しておく。船に

関する詳細は註 1文献を参照されたい。

川輔が広く、水深の深い、急流の漁場環境の場合、

立ち込みの漁では自ずから限界があり、船を用いた潟、

が有利となる。船はポイント上に錨で止める。櫓は積

んでいるが推進にはカイダケを用い、櫓は殆ど用いず、

トモに罰定して舵のかわりとする。一度錨を打った後

は、錦織の長さや、錨網を結ぶ船の部分により船の位

置を少しづっ動かす。

まず、船の前後の移動は錨網の長さを調整すること

によって行う。普通は船 1隻分(約 7m) ぐらいを動

かしてポイントを探るが、良く掛かるときは船半分ぐ

らいの距離を移動させる。

次に左右への移動で、あるが、錨網をオイパナのハリ

の中央に結べば錨の真後ろに船は位置する。ハリの右

に結ぶと船は流れを船側に受けて左に移動する。反対

に友に結べば右に移動する。さらに大きく左右に動か

そうとするときは、錨網をヘサキのハリに同様に結ぶ。

この時、舵の代わりに国定しである櫓が船の向きを安

定させるために重要な役割を果たす。(図一14)

この様に、一度錨を打っと、錨網の調整によりかな

り広範密のポイントを攻めることができる。一衛所で

移動の手段を全て駆使し終えて始めて、錨を上げて移

動することになる。錨の打ち換えは一日の漁で 3匝程

度であった。

ただ、この様に自在に船を操ることができるのは、

程良い水流のあるところに線られる。水流の弱いとこ

ろでは舵が利かず船が立たない(安定しない)。反対に、

流れの激しいところでは錨を打つことができず船を使

うことが困難である。この様な場所では流れの比較的



モアミ)を用いることである。ウケダマの中にアユを

2から 3匹溜めたら、マルオケに移した。従って、タ

ツオケは使用する必要がない。

4.アユの出荷

捕ったアユはマルオケにいれて活かして、関津の近

くの魚揚場まで、持って行き、ここで、仲買人に渡した。

魚揚場に戻ってくるのは大体午後の 6時頃で、他の漁

師も大体同じ頃に廃ってきたため、魚揚場は漁に関す

る博報交換の場所ともなっていた。

捕ったアユは大、中、小の 3段階に分けて出した。

写真7 タジとマjレオケを運ぶ

良く売れるのは 5月中旬から祇閤祭りの頃までで、お

盆ぐらいまでは辛うじて売れたが、その後はさっぱり

である。従って祇園祭りがすむと仲買人も余り来なく

なった。一番良く売れる時期には、石山の旅館などか

らは漁場まで直接買い付けに来るようなこともあった。

5月川iには特別に大きなアユが掛かり(越年アユ:

前述)特大として高く引き取ってくれたが、味は良く

なかった。これに対してのぼりアユは味はよいのであ

るが商品価値は全く無かった。

アユは活かしておかないと全く価値がなく、アカ、、リ

(死んだアユ)は売れなかった。アユは弱ると体色が

薄れてくる。こういうアユは仲買人がはねてしまう。

但し、需要の多い時は別で、この様なアユでも貿って

くれた。仲買人は氷を持って来ており、これで水を冷

ゃしながら活かして持って帰っていた。

需要は石山近辺の料理旅館と、京都方面であった。

特に京都には多くの活アユが出荷されていたとのこと

である。

5. 考

一瀬田111における般を用いたアユカケの特徴ー

船を用いて友釣りをすることは、かつて大河川では

広く行われており、それ自体が特筆される漁労形態で

はない。しかし、船で行う友釣りの仕掛の詳細や、漁

法に付いての記録は管見に触れた限りでは殆どみるこ

とができない。今回、瀬田川における船を用いた友釣

り(アユカケ漁)について記録することができたこと

は、漁労技術の変遷や、漁場環境と漁具の関係を考え

る上で興味深い成果が得られたものと考えている。最

後に、船を用いたアユカケ漁の特徴に付いて若干触れ

ておくことにしたい。

この漁の仕掛の特徴としては、①短めの自然竹をほ

ぼそのまま用いた竿。②大きなオモリ。③太い糸(糸

の太さにこだわりがない)が上げられよう。いずれも、

現代の友釣りの常識からすると正反対のような特徴で

ある。しかし、これを瀬田川の漁場環境と、この基で

採用された船を用いる職漁という条件を当てはめてみ

ると、この仕掛が合理的に説明できる。

まず、生存の長さと調子であるが、狭い船の中で扱う

には長い竿は邪魔であるし、ポイントの真上まで漁師

が出向くわけであるから、この意味においても長竿は

必要としない。竿の長さは極端な場合、水深の 2倍程

度あれば漁は可能である。また、掛かりアユを太い仕

掛にまかせて、 JII成から上方に引き上げるわけで、ある

から、アユをあしらいながら、弱らせて取り込む必要

もそれほど無い。このため、生存を長くすることによっ

て得られる弾力性もそれほど必要としない。また、先

にも触れたようにアユ、オトリ、オモリを急流の中か

ら効率よく上げるためには、竿の弾力よりも竿の強度

を重要視する必要がある。このためにも、自然竹を用

いた極端な先調子の竿はかえって有利に働くことにな

る。腕調子の竿では漁にならない。確かに、腕調子の

生存はアユを掛けた後のやりとりを楽しむには適してい

るが、職漁であるから釣趣を求める必要はなく、取り

込みの早い先調子の竿が採用されることになる。

次にオモリであるが、現代の釣法でも急流にオトリ

を沈めるためにオモリを用いることはある。しかし、

これは比較的例外的な釣法であり、オモリの使用はあ

くまでも補助的なものとして扱われており、主流は、

なるべくおとりに負担をかけずに、自然に泳がせるス

タイルである (1998現在)。

しかし、このアユカケ漁は臣大なオモリを付け、 JII
底にオトリを一気に沈め、オト 1)の泳げる範囲をオモ

リを支点とした30cmから40cmの範囲に限定し、オトリ

の移動は竿の操作によるオモリの位置の移動によって

なされる。

これは、瀬田JIIの深い水深と、強い流れに対処する

ために採用されたものとして理解できる。アユはJlI底

の岩の付着性藻類を独占するために縄張りをつくるわ

けであるから、縄張りは当然のことながら}II底の岩の
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